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オナイダ ・コミュニティの資料状況
一 自著 『ユー トピアと性』を巡って
倉塚 平*
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ドイツか らの移民であるが、アメ リカ ・ 鍛:麟 記匹 〆詩 篇∵・墨「∫訟 窃
難諜1驚鰻1磁繋難壽1
微禦犠 認 葎 躍窮購華攣1灘
レンス川の河・にあるレストランに私 羅 藩 儒羅 , .,
の後退職)が 私の研究のために骨折っ
て集めて下さった資料のことを想い出
して、こういつた。
「ミシガン大学の図書館から取寄せ
られ た 資料 の中 に、"OneidaAssociationJan.1,1849FamilyR£gister"
とい うの が あ ります が、それ を見 ます と、 この コ ミュニ テ ィに参加 して き
た人 々の職 業 、年齢 、性別 、家 族構 成 、出身 地、加 入 の動機 な どが よ くわ
か ります(拙 著1p.75以 下)。 と ころが ア メ リカ の研 究 で は 、 ど うい うわ
けか 、 この 資料 を用 いた社 会 的背景 の研 究 がま だ見 当た りませ ん。 ど うい
うこ とで しょ う。」 ハ ンセ ン氏 も見て い な くて 驚い て こ ういつた。 「その 分
幸くらっか ・たいら/政治経済学部教授/ヨ ーロッパ政治思想史
1『ユー トピアと惟一 オナイダ・コミュニティの複合婚実験(中 公叢書)』(中央公論社:,
1990)
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析 を した もの を是非送って くだ さい。みんな見落 としているんですね。」
とあたまを掻 いていた。
私がこの資料か ら析出 した結果によると、最初 の年の参加者たちは、圧
倒的にチューイ,ングラン ドやニュー ヨ「ク州の出身者で、宗派的には様 々
な ヒ。ユー リタン諸セク トに属 していた。 また大都市居住者 はごく少数で、
ほ とんどが農村か小都市出身である。職業 は独立自営の小農民が圧倒的に
多 く、ついで職人、イ ンテ リとしては小学校教師か牧師である。M・ ウェー
バー によれば、セ ク ト内の切磋琢磨 を通 じて禁欲的合理的な近代資本主
義 の精神の担い手 になるはずの人々であった。 ところがその うちのある者
達 は、19世 紀前半 くり返 し襲 って くる信仰復興運動 に巻 きこまれ、パセ
ティックな宗教的興奮に酔い しれていった。いわゆる完全主義者(パ ーフェ
クシ ョニス.ト)た ちである。彼 らは リヴァイ ヴァル運動 の波が退 くと、孤
独感に捉 われ 、よりいっそ うの陶酔を求めて仲間を求めて集って くる。そ
こで語 られ る説教が、コモン ・センスか ら離れて空 中高 く舞 い上がれば上
が るほど、ラデ ィカルになれ ばなるほど、神 的真理に近づいてい くように
感 じていた。オナイ ダ ・コミュニティの教祖 と'なるジ ョン ・ハンフ リー ・
ノイズが複合婚共同体の設立 を呼びかけると、全財産を売払い、一家をひ
きつれて彼の下にやって来たが、彼 らは他家の多 くの女や男 と悔 的に交わ
りたいと思ったか らではない。その奇矯な主張 こそが愛の神 的啓示 を表現
していると思ったか らである。オ ウム信徒たちが、真理 を求めて様 々なア
ブノーマルな信仰集団を巡 り歩 き、遂 に最 も異常なその教団に深 くコ ミッ
トした所以 もここにあると思われ る。
翌々 日、ステーヤー氏と私ぽア トランタの学会に向けて旅立った炉、途 .
中三時間かけてオナイダ ・コミュ三ティを見学す る'ことに した。'やがて森
の間か らオナイダ湖が光 りだす。それを見なが ら、オナ イダ ・コミュニティ
の機蘭紙 『サーキュラー』の記事 を想い出す。それはメンバーたちがどん
なに楽 しい生活 をしているかをプロパガンダするものであった。例 えば、
コミュニテ ィはこの湖畔に別荘 を買った。夏になる と仲の良い男女 同数の
組が ここを訪れ、数 日にわたって泳 いだ り、ふ ざけた り、.夜は暖炉 に薪 を
くべなが ら親 しく語 り合 うとい うわけである。少々眉唾 ものだなと思?て
読んだ ことも想 い出 された。
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オナイダは静かで清潔で広々とした町だった。.ことに椎 と芝生に取囲ま
れ たコミュニテ ィがあった一帯は美 しい。今も残る当時の主棟、三階建て
の石造 りのマンシ ョン ・ハウスは、明治村にで ももってくれば、さぞか し
偉容を誇 るだろ うに と思 えた。間 もな60才 前後の女性 が現れて案内を始
めたが、まず最初に 自己紹介で、 自分はコミュニテ ィのメンバーゐ末喬で
あ り、夫はここの教祖 ジョン ・・ハ ンフリー ・ノイズの血 を受けた曾孫 の一
人であると誇 らしげに語 るのには、い ささか違和感 をおぼえ ざるをえな
かった。建物は内部 も見事に保存 され 、毎夜説教集会後にダンスや演劇や
音楽集会を開いていた250人 入 りの大集会室 も噂に違わず見事なもので、
130年 後の今 でもす ぐにで も使用可能な状態にあった。夫婦同室でないの
は勿論 だが、展示用の平信徒女性部屋が4畳 分 ぐらい しかないのに、ノイ
ズの母親の部屋は12畳 ぐらい もある。他の部屋 は見学不許可だ。広 い落
着いた食堂では、十人分 ぐらいの皿 が並べ られ、今 ご馳走を並べ ようとし
'ているどころだった1多 分、少 し離れ たところにある世界一のシェアを誇
る銀 ・錫製食器製造会社の重役たちが、昼食を しなが ら会議をしょ うとす
るところだったのだろ う。 この会社は1881年 コミュニテ ィが崩壊 した後
に旧メンバーが株主になって創立 した ものであ り、その株主たちの子孫の
多 くはまだこの地一帯に豪壮な建物 を建ててすんでいるのである。 しか し
私 はなにかげんな りしなが らそ こから出ていった。上九一色村やヤマギシ
村 は機能主義一辺倒のまるでバ ラックの ようだが、ここの飾 りたて られた
・美 しさや清潔 さも、外の者やメンバーたちを魅 きつける偽 りの假面に見え
てきたか らであ る。
実際、オナィダ ・コミュニティに関する資料 のほ とん どは、ノイズの書
いた著書や説教集 あるいは機 関紙の類で、内部か らの鋭い批判 は皆無 と
いってよい。これだけの資料で書 けばユー トピアの輝か しい表面だけを描
いて、内部の平 メンバーの悲 しみや苦 しみ を見落 として しま うことにな
る.ま た複合婚の実体 も内部か ら描かれ て発表 されることはなかった し、
脱退後それ を公刊す るもの もいない。そんなことをすれば禍はまず 自分に
ふ りかかって くるか らである。 メンバーたちが書いた膨大な 日記や手紙、
〆モ類1ま、諸 々の事実や 日常生活の実態を究明する絶好の資料だが、後継
会 社重役会が先祖 の桜密が洩れるのを恐れて、これまた二度にわたって倉
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庫から引き出 して焼却 して しまった。だか ら複合婚の実態や内部の様 々な
矛盾対立を知ろ うとすれば、崩壊後外の者が旧当事者たちに学問上の問題
として聞き取 り調査乃至は文書で質問す る以外にない。若い人類学を研究
しているアニ タ ・N・ マックギーが ドクター論文を書 くため、かつて この
コミュニテ ィのイ ンテ リだった り、若 い活動家だった著 たちに、崩壊後、
約十年たってか ら執拗に質問状 を浴びせだ した。 これに対 して愛想のない
返事 を書いた者 もいく人かいるが、だいた い簡 単だが真面 目に答 えてい
る』 ある著たちは、ノイズの教義が抜けてな く、延 々とそれをもって答え
ている。 ともあれ、公式には決 して漉 しえない複合婚のい くつかの側面が
明 るみに出てきた。
このアニタ関係資料は、すでにアメ リカの多 くの研究者が必須の もの と
して使ってお り、インデアナ大学キンゼー研究所か ら坂 口さん岸 さんの御
努力 で、明治大学に送 られてきた。すべてタイプで打たれた往復書簡で、
全部で66ペ ー ジである。想像力 にとぼ しい彼女の質問は馬鹿 げたものが
多いが、それに対す る返事 の中には、色々な面で ドキ リとさす ものが結構
ある。 これが公式の複合婚説明を大いに補い、暗黒にい くつかの光を投 じ
てくれ るのである。だから、研究者に とって、アニタ関係資料は不可欠の
もの として用い られているのだ。
サイラキュース大学にある資料は、コンスタンス ・ノイズ ・ロバー トソ
ン(ノ イズの孫)が この大学か ら出 した三著の中にすべ て含 まれていた。
ノイズの甥 のジ ョー ジはノイズの郷里のバーモン ト州のバ トニーの歴史協
会が もっている資料をすべて、自分の著書GeorgeW.Noyesoomp.Jhon
HumphreyNoyesandPutneyCommunity、1931の中に収録 していた。だ
がこの歴史協会がわざわざ送って くださった資料の うち、ただ一つだけ役
に立ったのは、ノイズの母 ポ リーが、息子に糾断 され、娘たちに も背かれ
て、遂に屈服 して ノイズの思想 と行動を受 け入れるために書いた 自己批判
書である。 これ はバ トニーの旧ノイズ家の壁の中から修理のときに発見さ
れた。
ところで、私が拙 著を上梓 して か ら4年 後、"SpecialLove/Special
SexOneidaCommunityDialy"ed.byRobertS.R)garty1994Syracuse
U【亘v.Pressと い うすば らしい発 見に基づ く本 が出て、'毎年版 を重 ねて
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いる。 これは当時メンバーの一人だった男の 日記 である。時期は コミュニ
テ ィ崩壊直前の1876年 か ら77年 までで ある。 この男Vic七 〇rHowleyは
MaryJohnsと 相思相愛の仲になって、子供を生みたい と願 っていた(優
生生殖 をや っていたので)。 だが ノーイズはspecialloveは 許 されぬ とし
て、自分の息子 とメア リを交わら章て妊娠 させた。このノイズの無茶苦茶
なや り方にヴィクターの怒 は燃 えさか り、いっか一切を暴露するために日
記 をつ けだ したのである。それはメア リにあてた恋文でもあった。だが糺
断個所 は誰 にで も読めないよ うに 自分な りの速記法で書いている。運よく
その胎児は流産に終わったので、23年 も住んでいたコミュニティを、ヴィ
クター とメア リ・は去っていった。そ して正式に結婚 し市民 としてまともな
生活を送 り、5人 の子供 をもうけたaハ ガテ ィ教授はその 日記の存在 を知
り、彼 らの子孫か ら借 り出 して上梓 したのである。教授が書いた序文 とコ
ミュ'ニティの情況の説明、さらにあとがきは、大いに読者 に役立っであろ
う。ユー トピア=オ ナイダ ・コミュニティを、ま さしく逆ユー トピア的視
点か ら捉える恰好 の資料が、ここに初めて出現 して きたのだ。
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